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プ リズやを通った日光が七色にわかれることは小学生でもよく知 っているO
波の分散 (dispersion)とい う概念は もともとこの光の分散に由来するも
の と思われる. これとの類似で,一般に波の位 相速度が波長または振動数!,Z:
よって変化す′る現象を波の分散といい,その ような波を伝える媒質を分散媒､
質と呼んでいる. 分散性媒質中を液が伝播するときには一般にエ ネルギ-の






ところで,最近非衝突プ ラズマヰ廟 非線型波動伝播等に閑適 して散逸を伴
ゎない純分散性の波が舶 されるよう疫なったol) この点を強調 して非散逸
性の分散波の ことをとくに tくdispers持 e wave' と呼ぶことがある O す
なわち線型分散式において振動数 W(klが波数 kの賀函数である旦 うな波の
2)
ことを t 分散披 "と呼 ぶのゼあるO もちろん特射な傾合 としてa'が kに比
例するときには,他相速度 W/kは constになるから分散は翠であるこ し
たが って , D≡ ∂毎/汰)/∂k潮 分散の目安を与える (実際Dは位神速庭
a)/kと群速乾 ∂a)/∂k との差を反映 しているノ)0DのLI ･負に応じてそ
れぞれ正 ･負の分散とい う｡散逸を伴 うときにはDに鹿部が現れる｡先にあ
げた粘性流体中の音波はその一例であるO したが って,粘性流体中の音波は
ここでい う意味では "分散波 "車はない O つま り一般に広い意味での分散波
において笹 Dは複索型になす,その実部がこ一こでい う代 分散 "甲,その虚蔀




奈 + 遣 - 普 , (8 :- ,
であり,散逸型の典型は Burgers方程式 :
奈 +童 - 忠 (リ‥正の実数)∂Ⅹ2,
(ll
(2)
であるO 実臥 一様状態 u = uo= C｡nstのまわ りに正弦波型の微小振 幅波
を仮定して線型分散式をつ くると,
;5ニ2 ) (5)
(11からは u= 1日lo+ C
(2)からは W- kuO - i y k2 )I
が得られる｡ したがって,Cはa･とkとの比例関係から,.T)ズレすT3:わち"分
敬 "を表わすパラメクーであり,一方 少はそのズレが純虚数すなわちt散逸 '





れる.一方 ,方程式 (2)は Burgersが粘性流体力学のモデル方程式 として
6)
提唱したもので,一次元 Navier-Stokes方程式の圧力項をおとしたもの
に等しいO方程式 (1), (2)において右辺の分教場 ･敵逸項は,いずれも
u(Ⅹ,ち)の高次空間微分の項であるから,それ らはuが空間的に急激に変
化するときに電要になってくる｡ いいかえると,波数の大きい (短波長の)




福音 +u盲言 = D, (4)
とかけるであろ う｡この方程式の解は,第2項の非線型項のために,たとえ
ゆるやかから変化するなめらかな初期値から出発 しても,ある有限時間の後に









項 と釣合 って衝撃波をづ くり! (1)では分散項 と釣合って孤立波がつ ぎ?ぎ
81
につ くりだされるO したが って,非線型波劫の伝播を論じる樫には分散や散
逸を表わすパラメタ- 8, 2/がいかに小 さくても (実瞭適当な無次元化を行
うと,物理的に興味ある多 くの場合に 6,少は小さいO) それ らが演じる役
割はきわめて電要であるO 多 くの実在の物理系K_おいては,ここで定義した
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